
平
和
憲
法
の
視
点
か
ら

☆
広
島
・
沖
縄
・
浜
松

◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、
五
月
～
七
月
私
た
ち
の
耳
目
に
入
っ
た
こ
の
地

名
か
ら
、
何
が
見
え
て
く
る
で
し
ょ
う
か
？

平
和
憲
法
の
視
点
か
ら
考
え
訴
え
ま
す
。

（
一
）
広
島
サ
ミ
ッ
ト
は
核
廃
絶
を
宣
言
で
き
な
か
っ
た
！

◆
五
月
に
被
爆
地
広
島
で
開
か
れ
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
に
当
初
予
定
の
な
か
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・

ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
出
席
し
、
あ
た
か
も
正
義
の
サ
ミ
ッ
ト
の
よ
う
で
し
た
。

◆
五
六
万
人
が
被
爆
し
、
十
五
万
人
が
亡
く
な
っ
た
広
島
で
開
か
れ
た
サ
ミ
ッ
ト
、
本
当
は
核

廃
絶
を
約
束
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

◆
し
か
し
Ｇ
７
の
首
脳
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
（
声
明
）
に
は
、
核
兵
器
禁
止
条
約
も
、
核
兵
器
の
廃
絶

も
、
被
爆
者
と
い
う
言
葉
も
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
核
を
持
っ
て
い
る
国
は
核
を
手
放
さ

な
い
。
他
の
国
は
核
を
持
つ
な
と
い
う
こ
と
を
承
認
し
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

（
二
）
沖
縄
慰
霊
の
日
・
平
安
名
秋
さ
ん
の
詩

へ

い

あ

ん

な

あ

き

◆
六
月
二
三
日
、
沖
縄
は
沖
縄
戦
の
二
十
万
人
の
犠
牲
者
（
内
九
・
五
万
人
は
民
間
人
）
を
悼

む
「
慰
霊
の
日
」
を
迎
え
ま
し
た
。
慰
霊
式
の
中
で
、
ほ
と
ん
ど
沖
縄
で
し
か
聞
か
れ
な
い

名
前
の
平
安
名
さ
ん
の
詩
、
「
今

平
和
は
問
い
か
け
る
」
は
、
私
た
ち
の
心
を
打
ち
ま
す
。

◆｢

摩
文
仁
の
丘
に
永
遠
に
灯
る
平
和
の
火
は
、
今
、
私
た
ち
に
問
い
か
け
る
、
平
和
と
は
何

か
と
」
「
涙
に
満
ち
た
お
ば
ぁ
の
瞳
は

何
を
語
り
か
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
・
・
・
」

◆
私
た
ち
は
問
い
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
沖
縄
に
米
軍
基
地
を
集
中
す
る
こ
と
、
沖
縄
の
島
々

を
軍
備
の
島
に
す
る
こ
と
は
平
和
で
す
か
、
と
。

（
三
）
浜
松
６
・
１
８
大
空
襲
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
は
訴
え
る

◆
一
九
四
五
年
二
月
頃
か
ら
始
ま
っ
た
米
軍
の
浜
松
空
襲
は
六
月
一
八
日
大
空
襲
と
な
り
、
そ

の
日
、
中
心
地
だ
け
で
も
約
一
八
〇
〇
人
も
の
人
が
亡
く
な
り
、
焼
け
野
原
と
な
り
ま
し
た
。

◆
こ
の
と
き
、
鍛
治
町
通
り
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
の
街
路
樹
の
う
ち
三
本
が
奇
跡
的
に
生
き
の
び
ま

し
た
。
そ
の
一
本
が
Ｊ
Ｒ
浜
松
駅
北
口
広
場
に
移
植
さ
れ
、
猛
暑
の
夏
、
市
民
に
憩
い
の
日

陰
を
作
っ
て
い
ま
す
。

◆
戦
後
七
十
八
年
、
こ
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
は
何
を
見
つ
め
何
を
訴
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
。

☆
こ
の
三
つ
の
地
名
が
訴
え
る
の
は
、
「
戦
争
で
平
和
は
つ
く
れ
な
い
、
非
軍
備
、
戦
争
放
棄

を
謳
う
日
本
国
憲
法
こ
そ
平
和
へ
の
道
」
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

う
た

二
〇
二
三
年
七
月
九
日
（
日
）
護
憲
平
和
行
進
（
通
算
６
７
７
回
目
）

浜
松
市
憲
法
を
守
る
会

事
務
局

浜
松
市
中
区
紺
屋
町
三
〇
一
ー
一
五

★
月
例
護
憲
平
和
行
進

毎
月
第
二
日
曜
日
・
午
後
一
時
・
浜
松
市
役
所
正
面
玄
関
集
合

浜松市憲法を守る会のホームページは http://gokenhamamatsu.g.dgdg.jp/→ 護憲浜松 で検索



日
本
国
憲
法
「
第
二
章

戦
争
の
放
棄
〔
戦
争
の
放
棄
と
戦
力
及
び
交
戦
権
の
否
認
〕

第
九
条

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調
と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、

国
権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を

解
決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を
放
棄
す
る
。


